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                                                                                       平成 23年 5月 11日 

 

試薬変更に伴う新項目コード運用について 
 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。 

平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申しあげます。 

さて、このたび、下記の検査項目におきまして、保存安定性に優れる検査材料：血漿を使用する試薬

での受託に検査内容を変更させて頂きます。尚、新試薬では基準値、保存方法、採血容器も異なること

から項目コードについても変更させて頂きます。 

誠に勝手ではございますが、弊社事情をご賢察のうえ、ご了承のほど宜しくお願い申しあげます。 

敬具 

記 

  変 更 項 目   

  ● Ｐｒｏ ＧＲＰ   項目コード：４４３６ 

   （ガストリン放出ペプチド前駆体） 

 変 更 実 施 日  

平成２３年６月１日（水）受付分より変更 

※ 裏面の受託要項 を十分にご確認の上、ご依頼ください。 

 

  変 更 内 容   

 

項目 

コード 
検 査 項 目 変更内容 新 現 備考 

検査案内書

掲載ページ

項目コード 4429 4436 

検体必要量

容器 

血漿 0.6mL 

E-4 

血清 0.6mL 

G-1 

保存方法 冷蔵 凍結 

検査方法 CLIA 法 EIA 法 

4436 

Pro GRP 

(ｶﾞｽﾄﾘﾝ放出ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ 

 前駆体） 

基準値 
80．0 以下 

（pg/mL） 

46．0 未満 

（pg/mL） 

安定性にすぐ

れる血漿を使

用する試薬へ

変更します。 

43 
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▼ 従来法：ＥＩＡ法（血清）と新法：ＣＬＩＡ法（血漿）の相関

▼ 血清と血漿の冷蔵保存による経時変化

▼ 新検査方法参考文献

吉村　徹，他： 医学と薬学62（4）： 759-766，2009

4429
Pro GRP
(ｶﾞｽﾄﾘﾝ放出ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ前駆体）
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80．0 以下

検査方法 基準値・単位

pg/mL
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必要量
容器

保存方法

※ ＥＤＴＡ-2Ｋ試験管に採血後、静かに約１０回ほど転倒混和し、血漿分離して冷蔵保存して下さい。
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変更後の受託要綱

〔 新法（血漿）と従来法（血清）の比較 〕
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〔 冷蔵保存による材料ごとの経時変化 〕
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n = 49
y = 1.198x + 18.906
r = 0.946
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